
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 １１月１２日（月）に本校を会場に道徳教育地区別推進協議会が行われました。南会津管内外から４０名近くの先生方
が来校され、道徳の授業の様子を参観されました。 
 ３年生の道徳の授業では、「よりよく生きる喜び」について学習しました。文部科学省から出されている「私たちの道徳 
」の本から「二人の弟子」の資料を使いました。担任から生徒たちに自分が人生相談をするならば、二人の弟子のうち、
どちらの弟子に相談したいかと質問がありました。それに対して生徒たちは真剣に考え、友達の意見を聞きながら自分の
意見を根拠をもって発表しました。多くの先生方が見ている中、自分の意見を堂々と発表している姿は、さすが３年生と
感心させられました。 

 
 次に2年生の教室で宇都宮大学 准教授 和井内良樹先生が「思いやり、感謝」についての道徳授業を行いました。お
金で表せないものにはどういうものがあるのか、3人グループになった生徒たちに質問をし、「三枚の銀貨」という和井内
先生が自作された資料をもとに授業が進められました。資料は、三人の登場人物が、主人を失った女性に何かしてあげる
のにどういったことをしてあげたらよいかいろいろ考え、はじめは花束や食べ物などをプレゼントしたら喜ぶだろう考え、
最終的には三人それぞれがお金を渡すことが一番いいのではないかと判断した話です。生徒たちは思いやりの心や気持ち
をお金で表すことについてそれぞれ自分の意見を出し合いました。思いやりの気持ちをお金で表すことができる意見や、
表すことができないといった意見もあり、それぞれの意見に対して生徒たちは真剣に考えていました。授業の最後に、和
井内先生から「もうすぐ君たちはお年玉をもらう季節になりますね。お年玉をもらうとき渡す人がどのような気持ちで渡
しているか考えてみてください」と話しがありました。お年玉以外にも、お見舞いの時に渡す見舞金や寸志など世の中に
は相手にお金を渡す場面がたくさんあります。お金で思いやりや感謝の気持ちを表すことができるかできないか考えるき
っかけとなりました。 

 
 午後からは、授業についての研究協議会や和井内先生の講義などがあり、参加された先生方は道徳の評価や道徳科の授
業の進め方等など熱心に研修を深めました。 
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道徳教育地区別推進協議会が本校で開催されました 



 
 
 
 ７月２７日（金）から３０日（月）の日程で、南会津郡内の中学生が北方領土隣接地域へ視察学習
に行ってきました。 
本校からは１年Sさんが参加しました。この視察は、参加者に北方領土問題を身近な問題として捉

えてもらうことを目的に実施されたものです。中標津町にある「北方領土館」を見学したり、別海町
にある江戸時代に北方警備のために派遣され異郷の地で亡くなった会津藩士をたたえる「北方防衛会
津藩士顕彰碑」に立ち寄ったりしました。また、根室市内の「北海道立北方四島交流センター」では、
元町民（色丹島出身）の方から話を聞き、多くの貴重な体験をすることができました。報告書が完成
し、参加したSさんの報告文を下記に掲載しますのでご覧ください。 

 
 
 

北方領土青少年等現地視察の報告書完成 


